
平成30（2018）年

11 1 ２面…現代的課題を考える講座、日本の文
化を学ぶ講座、防災クッキング、防
災講座、地域防災講座、家庭の教育
力向上講座　ほか

３面…映画上映会　ほか
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１６０３年に江戸に幕府が開かれてから５０
年後、人口増加による水不足を解消するために、
多摩川の水を江戸に送る玉川上水がつくられました。取り入れ口の羽村か
ら四谷大木戸までは約 43㎞ありますが、高低差は約 92ｍしかありませ

ん。そこで、土地の高い所を選びながら、100 ｍ
ごとに 21㎝ずつ深く溝を掘る工事が行われまし
た。上水が武蔵野台地の尾根を流れるように設
計されたことにより、水路の両岸のどの部分に
も分水が可能になりました。

玉川上水の完成から 42年後の１６９６年、�
湯島聖堂や上野寛永寺等
への給水を目的として、
千川上水がつくられまし
た。現在の新町四丁目で
玉川上水から分水してい
ますが、取水口は３回付
け替えられたそうです。

東伏見二、三、六丁目にある下野谷遺跡
は、石神井川に面する南側の高台から低地にか
けてひろがっています。今から約 4000 ～ 5000 年前の縄文時代中期に、
1000 年近い長期間にわたり継続して営まれた大集落跡です。集落は日当

たりのよい高台にあり、約７ｍ下を流れる石神井川の水
量も、当時は豊富だったのでしょう。石神井川最上流域
に位置する内陸の大集落でしたが、
丸木舟を使って海辺の集落との交
流もあったと考えられます。

玉川上水開通から43年後の元禄年間、1688
～1704年に田無用水が引かれました。現在の

小平市小川町の喜平橋付近で玉川上水から分水。橋場で２つの水路に分かれ、
青梅街道北側の水路（本流）は保谷から練馬に入り、田柄川に注ぎ、南側の
水路は田無駅東側のガード下付近で石神井川に合流しました。今は、どちら
も暗渠化され、それぞれ「やすらぎのこみち」「ふれあいのこみち」になって
います。このほかにも小さな支流があり、用水のおかげで、井戸や運び水で
維持されていた村人の生活も豊かになったといいます。
用水の跡をたどると、小平市の方から流れてきた水路は、橋場の手前で

90度左折し、青梅街道に出てから橋場に至っています。そこは窪地で、直進
すると２ｍほど下ることになるので、迂回したのではないかと考えられます。

大泉堀と新川は、練馬区の井頭池（現在は大泉井
頭公園）を源流とする
白子川の支流です。と

もに窪地の底を走る水路で「シマッポ」とも
呼ばれていました。常時水が流れているので
はなく、豪雨の後などにだけ水が流れる空堀
でした。現在は暗渠になっています。
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現在は暗渠となっている
昭和35（1960）年撮影
西東京市中央図書館地域・
行政資料室所蔵

大泉堀（白子川）の改修工事
昭和47年撮影
西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

西側から撮影

暗渠と白子南公園
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武蔵野台地のほぼ中央に位置する西東京市は、西から東に向かっ
てなだらかに傾斜した扇状地にあります。市内の地形はほぼ平坦で
すが、ところどころ窪地になっていて、高低差のあるところがみら
れます。市内北部には大泉堀、中央部には新川、南部には石神井川
が西から東に流れており、その沿岸は低地となっています。低いと
ころを流れる、これらの自然の川に対し、人の手でつくられた水路
である玉川上水と千川上水は、市内では標高の高い南端を流れてい
ます。旧田無地域には、玉川上水から取水した田無用水があります。
今では、市内の川や水路はコンクリートでふたがされ、暗

あんきょ

渠になっ
た部分も多くあります。地形の高低差や見えない水の流れを意識し
ながらまちを歩いてみると、さまざまな時代の今とは違った人々の
暮らしが見えてくるかもしれません。
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手前が石神井川。高台に縄文時代
の集落跡がある。東側から撮影

歩道の部分に水路があった 左折した用水路（現在は歩道）




